小項目評価の論点に関する検討結果（案）について
１　論点に関する検討結果（案）
Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標
	平成21年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	全学的経営戦略の推進
	（134）
	２
	Ⅳ
	Ⅳ
	○理事長（学長）のトップマネジメントのもと引き続き競争的資金の獲得を進め、補助金、受託研究が前年度に比し6億9千万円の増となっている。また、「大阪府立大学基金」を通した寄付金の獲得強化を行うなど、財政基盤の安定化に向けた取組みを進めており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	専門家の協力を得た、監査業務のための研修の実施
	（144）
	
	Ⅲ
	Ⅲ
	○20年度は計画通り進捗していなかった、専門家の協力を得た業務のための研修実施について、公認会計士である大学監事による職員研修を実施したり、監査法人主催の内部統制セミナーに参加したりするなど、計画を順調に実施していることを確認した。

	業績評価が反映させる教員給与システムの検討
	（159）
	２
	Ⅲ
	Ⅲ
	○20年度は計画通り進捗していなかった、教員の業績評価の給与への反映について、教員業績評価基本方針が決定され、22年度に詳細設計をして、23年度に実施することとなっており、計画を順調に実施していることを確認した。

	教員組織のスリム化
	（163）
	
	Ⅳ
	Ⅳ
	○教員10名削減という目標に対して、1.5倍の15名を削減しており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。


Ⅲ　財務内容の改善に関する目標
	平成21年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	外部研究資金の獲得
	（170）
	２
	Ⅴ
	Ⅴ
	○20年度に引き続き、中期計画に掲げる目標（法人化前の30％増）を大幅に上回る186%増の外部研究資金を獲得しており、自己評価のⅤは妥当であると判断した。

	外部研究資金獲得の強化
	（171）
	
	Ⅳ
	Ⅳ
	○従来の教員のインセンティブ保持方策に加え、21年度より、産学官連携費を活用して、外部研究資金獲得教員に対して報奨金を授与するなど、外部研究資金獲得の強化に努めており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	ロイヤリティ収入の獲得
	（172）
	
	Ⅳ
	Ⅳ
	○ロイヤリティ収入の件数、金額が、20年度に比べて大幅に増加しており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	施設の有効利用にむけた取組
	（173）
	
	Ⅳ
	Ⅳ
	○中之島サテライトの年間利用率や利用件数が20年度に比べて大きく増加している。また、グラウンド等の施設の試行開放など、積極的に施設の有効活用に取り組んでおり、自己評価のⅣは妥当であると判断した。


Ⅳ　自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標
	平成21年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	法人情報等の積極的な公開・公表
	（193）
	
	Ⅳ
	Ⅳ
	○地域住民を対象とした記事型広告「What’s府大」の発行など、法人情報の積極的な情報発信に努めている。また、ホームページのユーザビリティを向上し、日経BPコンサルティングによる全国ユーザビリティ調査で全国主要165大学中3位になるなど、戦略的な広報活動を行っており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。


Ⅴ　その他の業務運営に関する目標
	平成21年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由

	中百舌鳥キャンパスの学舎整備の推進
	（197）
	
	Ⅱ
	－
	○中百舌鳥キャンパスの学舎整備については、大学改革をめぐる議論の中で、方針が固まるまで府が執行を留保したために遅れている。外的な状況によって進行が遅れざるを得ず、府立大学が要因ではないことから、21年度については評価委員会の評価を保留するものとする。


２　小項目評価（Ⅰ～Ⅴ）の分布状況
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評価対象


項目数�
Ⅰ�
Ⅱ�
Ⅲ�
Ⅳ�
Ⅴ�
�
�
�
計画を大幅に下回っている�
計画を十分に実施できていない�
計画を順調に実施している�
計画を上回って実施している�
計画を大幅に上回って実施している�
�
教育研究等の質の向上�
115�
�
�
業務運営の改善及び効率化�
33�
0�
0�
31�
2�
0�
�
財務内容の改善�
15�
0�
0�
11�
3�
1�
�
自己点検・評価及び情報提供�
8�
0�
0�
7�
1�
0�
�
その他業務運営�
17�
0�
0�
17�
0�
0�
�
合計


※（　　）内は「教育研究等の質の向上」を除いた合計�
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（73）�
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